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資料２

噴火前に提供する降灰予測情報
について
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検討課題４（噴火前の情報のあり方）

（現状）気象庁は、噴火警報発表中の火山で噴火により人々の生活に影響を及ぼす降灰が予想される場合、噴火発生前にも
定期的に降灰予報（定時）を発表しているが、降灰の範囲を示しているのみで、降灰量の予測は示していない。

【論点】 噴火の発生前に噴火警戒レベルを４または５に引き上げた場合、降灰予報（定時）で想定しているものより噴火規
模（噴煙高度・噴火継続時間）が上回ることもあり得るが、噴火前の正確な予測は困難。これを踏まえると、どのよ
うな情報提供が適切か。

検討課題４：噴火前に提供する降灰に関する情報のあり方

※：小さな噴石の落下範囲の
予測図は省略

サンプル ※



噴火の発生前に噴火の時刻や規模を正確に予測することは困難なため、降灰予報（定
時）では、今後予想される噴火の発生時刻や噴火規模（噴煙高度・噴火継続時間）を
仮定して予測計算を実施
（１）対象火山で発表中の噴火警戒レベルに応じて噴煙高度を設定する。
（例えば、1000m、3000m、5000m、10000m）

（２）（１）で想定した規模の噴火が、今後の特定の時間帯（18時間先まで、3時間区切り）に
発生した場合の、降灰の最大範囲を図示する。

参考（降灰予報（定時）の計算手法）

噴火が0時～3時に発生した場合の降灰の最大範囲
0時 1時 2時 3時

実際に2時に噴火が発生

シミュレーション上は噴火を0時～3時まで継続させて計算している。
0時～3時の間に想定規模内の噴火が
発生した場合、降灰範囲は予測の範囲
の一部になる。
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降灰予報（定時）では、特定の時間帯の風の影響を受けた降灰範囲の把握が目的であり、
実際の噴火の発生時刻や噴火規模は様々となるため、降灰量の結果は示していない。
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検討課題４（噴火前の情報のあり方）

【論点（再掲）】
噴火の発生前に噴火警戒レベルを４または５に引き上げた場合、降灰予報（定時）で想定しているものより噴火
規模（噴煙高度・噴火継続時間）が上回ることもあり得るが、噴火前の正確な予測は困難。これを踏まえると、どの
ような情報提供が適切か。

【事務局案】
噴火前に噴火警戒をレベル４または５に引き上げた場合は、大規模噴火時の降灰量を示した降灰のハザードマップ
等も活用することで、噴火警報の中で、大規模噴火が発生した際に想定される降灰の影響※についても記載すると
ともに、想定される噴火の規模（例えば、噴煙高度10000m）を用いて降灰予報（定時）の発表を開始し、
記者会見等の場において解説を行う。
※具体的な内容については必要に応じて火山防災協議会や関係機関と調整・検討する。

富士山ハザードマップ（降灰の可能性マップ）
富士山火山防災対策協議会（令和3年3月改訂）

浅間山 大規模噴火のハザードマップ（降灰）
浅間山火山防災協議会（平成30年3月公表）

桜島広域火山防災マップ
（大規模噴火時の降灰分布予測）

桜島火山防災検討委員会
（平成19年1月作成）

各火山における降灰のハザードマップの例

十和田火山ハザードマップ（十和田火山災害想
定影響範囲図）（大規模噴火 降下火砕物）
十和田火山防災協議会（令和6年3月修正）

北海道駒ヶ岳火山ハザードマップ（降下火砕物）
北海道駒ヶ岳火山防災協議会（令和4年3月発行）

検討課題４：噴火前に提供する降灰に関する情報のあり方


